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南河原出張所

本 　　　　　署

下平間４平 間 出 張 所

加 瀬 出 張 所

戸手２－１２－１

南幸町２－３８

南加瀬４－１８－５

H22.3.13

S62.2.1

S49.9.1

S61.3.10

耐火造3階建

耐火造4階建

耐火造2階建

耐火造3階建

2,107.00

441.13

390.43

514.47 451.67

276.32

528.96

1,629.98

幸区のうち北加瀬１～３丁目、南加瀬１～５丁目、小倉１～５丁目、
矢上

署　所　別 受　持　区　域

敷地面積
（㎡）

建築延面積
(㎡)

構　　造

加　瀬　出　張　所

消 防 庁 舎 の 現 況

使用開始
年月日

所　在　地署　所　別

管 内 受 持 区 域

平　間　出　張　所

本　　　　　　　署

南 河 原 出 張 所

幸区のうち塚越、塚越１～４丁目、古川町、戸手、戸手１～４丁目、
小向町、小向、小向仲野町、小向東芝町、小向西町１～４丁目、
河原町、遠藤町、戸手本町１・２丁目、紺屋町、東古市場

幸区のうち堀川町、大宮町、柳町、幸町１～４丁目、
中幸町１～４丁目、南幸町１～３丁目、都町、神明町１・２丁目

幸区のうち新塚越、下平間、古市場、古市場１・２丁目、
鹿島田１～３丁目、小倉、東小倉、新小倉、新川崎
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消 防 署 の 組 織 及 び 事 務 分 掌

予　防　課

署　長

副署長
予防課担当課長[消防団]兼務
幸区役所危機管理担当課長併任

・救急隊の運用及び訓練・救急資機材の管理・救急統計・救急告示医療機関等の連絡

・災害情報及び災害現場広報

・担当管区員名簿・枯草等の除去指導調査・空家の検査及び空家台帳

・警防課員の立入検査及び違反処理に関する事務・課の安全管理

・救急の技術指導及び応急手当の普及・メディカルコントロール・その他救急業務

救急係

・課内他の係の主管に属しないこと・消火ホースキットの管理及び訓練指導に関すること

・消防隊等の運用及び訓練・救助業務・自衛消防隊、自衛防災組織等の訓練の指導

・圧縮アセチレンガス等の消防活動阻害物質

・消防用機械器具及び消火薬剤等に関すること・機関員の技術指導

・火災の調査及び災害調査・指揮情報隊・火災統計

調査係

・火災警報、消防信号及び消防通信・消防地理及び消防水利

警防係

警防統括担当課長

警防第１課・警防第２課

・危険物製造所等の許可、承認及び届出・危険物製造所等の完成(前)検査

・危険物製造所等の保安・危険物施設等の立入検査及び違反処理

・警防計画及び防災対策・警防体制、災害活動の指揮・消防職員及び消防団員の動員

・危険物及び指定可燃物の災害調査・危険物施設の消防用設備等・危険物事故防止

・防火対象物の立入検査及び違反処理

・屋外における火災予防措置命令・防火対象物の表示制度

・少量危険物及び指定可燃物の届出並びにタンクの水張検査・許可手数料の徴収出納

消防団・防災支援係

予防係

危険物・査察係

庶務係

・消防団等に関すること

・消防団の機械器具等に関すること

・火災予防関係の申請及び届出・屋外の火災予防

・防火協会に関すること

・消防用設備等・その他火災予防に関すること

・公印の保管・公文書の管理・署員の人事及び配置・署員の給与等の支給

・署員の安全管理・福利厚生及び公務災害・署員の研修管理

・広報及び広聴・消防施設の保守管理・物品の出納保管・消防用油脂類の管理

・車両の車検及び定期点検・署内他の係の主管に属しないこと

・地域における防災活動の支援に関すること

・火災予防の実施計画・防火管理・防災管理・建築物の消防同意等及び検査
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 消

 
防

 
監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

145 1 5 17 33 46 1 42

6 1 1 1 2 － － 1

2 － － 1 － 1 － －

5 － 1 1 1 2 － －

4 － － 1 1 1 － 1

31 － 2 4 7 10 － 8

30 － 1 3 9 9 － 8

１課 11 － － 1 2 3 － 5

２課 11 － － 1 2 4 － 4

１課 11 － － 1 3 3 － 4

２課 11 － － 1 2 4 1 3

１課 12 － － 1 2 4 － 5

２課 11 － － 1 2 5 － 3

※

消　防　職　員

警防第２課

計

合　　計

本
　
 

署

(令和６年４月１日現在)

　署長及び副署長は本署予防課庶務係に、予防課長は予防課予防係に、警防統
括担当課長は本署警防第１課の欄に計上しています。

加瀬出張所

平間出張所

予防係

危険物・査察係

予
防
課

庶務係

南河原出張所

警防第１課

消防団・防災支援係

区 分

署 所 別
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※

※

８月 ９月 １０月 １１月 １２月

21

6

32

1

－

62

６月５月

73 86 64 105 78

14 6 11 10 18 10

合 計 867 63 52 60 76 66 82

７月計 １月 ２月 ３月 ４月

－ －

3 1火 災 出 場 21 1 3 1 2

管外応援出場 7

3 22 3 －

22 35 38 31

1 2 1 － － 1 － － 1

51 3944 43

28 21ＰＡ連携出場 260 18 15 14 23

救 助 出 場 123 12 9 8 10 9

32 40そ の 他 出 場 437 30

20

－ 1 12

　ＰＡ連携は、傷病者が心停止・呼吸停止・重症の場合で、救急車が現場到着に時間が
かかると見込まれる時、近くの消防車がサイレンを鳴らして同時出場し、応急処置を行っ
て、救急隊へ引継ぐ制度です。
　管外応援出場以外は、幸区内で発生した件数です。

－虚 報 0 － － － － － －－

災 害 出 場 状 況

（令和５年中）

区 分

出場別

1 4

－ － － －

2

29 25

誤 報 19 1 1 1 3 2

20 26
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配置先 長　さ 幅 高さ 総重量
（２１台） （m） （m） （m） （ｋｇ）

幸１
川崎800
す1841 普 通 ポ ン プ 車 A-2(2,000ℓ以上) 5 5.70 1.90 2.76 5,625 H27.2

幸２
川崎800
は986 タ ン ク 車

4ｔ

A-2(2,000ℓ以上) 6 7.80 2.49 2.96 15,170 H25.2

幸はしご
川崎800
は1432 は し ご 車 40m級(先端屈折) 6 11.10 2.49 3.45 19,800 R3.3

幸救助
川崎800
は1354 救 助 工 作 車 Ⅱ型 6 7.76 2.30 3.15 11,790 R1.8

幸水難救助
川崎800
す1059 資 機 材 搬 送 車 3 7.00 2.24 3.22 7,595 H25.2

幸指揮
川崎800
す4221 指 揮 車 5 5.40 1.88 2.45 2,745 R1.9

本　　署
幸電源

川崎800
は1333 電 源 車

主照明灯

LED3000W×2 2 7.58 2.40 3.30 10,950 H31.3

（１４台）
幸救急

川崎800
す5744 救 急 車 高規格 7 5.66 1.89 2.49 3,255 R4.10

広報車
川崎301
と4988 広 報 車 7 4.80 1.75 1.84 2,195 R5.2

幸積載
川崎800
す4479 ポ ン プ 積 載 車 6 4.87 1.69 2.77 3,300 R2.3

広報車２
川崎501
す823 広 報 車 8 4.68 1.69 1.86 2,050 H24.10

幸査察
川崎580
ち7669 査 察 車 Ⅱ 4 3.39 1.47 1.78 1,070 R5.2

非常用消防
川崎800
さ9881 普 通 ポ ン プ 車 A-2(2,000ℓ以上) 5 5.69 1.88 2.70 5,745 H22.3

非常用救急
川崎800
す2973 救 急 車 高規格 7 5.65 1.89 2.50 3,205 H28.3

南 河 原
南河原

川崎800
す2459 普 通 ポ ン プ 車 A-2(2,000ℓ以上) 5 5.70 1.88 2.68 5,735 H28.2

(２台）
南河原救急

川崎800
す3848 救 急 車 高規格 7 5.33 1.88 2.49 3,215 H31.1

平間
川崎800
す293 普 通 ポ ン プ 車 A-2(2,000ℓ以上) 5 5.79 1.88 2.67 5,355 H23.3

平　　間
（３台）

平間救急
川崎800
す6391 救 急 車 高規格 7 5.66 1.89 2.49 3,225 R6.2

加　　瀬
加瀬

川崎800
す938 普 通 ポ ン プ 車 A-2(2,000ℓ以上) 5 5.70 1.89 2.65 5,525 H24.10

（２台）
加瀬救急

川崎800
す6275 救 急 車 高規格 7 5.66 1.89 2.49 3,225 R5.11

消 防 車 等 配 置 状 況

(令和６年４月１日現在)

平間化学
川崎800
は1139 化　　　学　　　車

原液1,200ℓ

A-1(2,800ℓ以上) 6 8.36 2.49 3.20 15,700 H27.3

隊  名 登録番号 種　　　別 能　力
乗車
定員

登録
年月
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859 160 383 160 156
５　階 308 62 87 69 90
６　階 144 24 49 36 35
７　階 129 36 51 17 25
８　階 41 6 27 6 2
９　階 45 2 40 2 1
１０階 41 3 32 5 1
１１階 29 3 24 － 2
１２階 15 2 12 1 －

１３階 28 2 22 4 －

１４階 33 11 19 3 －

１５階 15 2 5 8 －

１６階 － － － － －

１７階 2 － 1 1 －

１８階 2 － － 2 －

１９階 1 － 1 － －

２０階以上 26 7 13 6 －

15m未満 307 61 86 69 91
15m以上

20ｍ未満
20m以上

25ｍ未満
25m以上

30ｍ未満
30m以上

40ｍ未満
40m以上

50ｍ未満
50m以上

60ｍ未満
60m以上

100ｍ未満

高
　
　
さ
　
　
別

中 高 層 建 築 物 の 状 況

区　分 合　計 本　署

階
　
　
　
数
　
　
　
別

合　計

（令和６年４月１日現在）

南河原出張所 平間出張所 加瀬出張所

25 53 35 34147

72

167

86

42

5

23

71

49

6

20

6

13

1

7

58

24

2

9

75

6 － 4

7

5

12

3

4
100ｍ以上

－

－

27

2

2
－

－

2
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1,910 613 323 445 529

1,761 558 290 409 504

計 1,643 445 288 406 504

地上式 － － － － －

地下式
双口 383 100 76 72 135

地下式
単口 1,260 345 212 334 369

計 118 113 2 3 －

地上式 85 83 － 2 －

地下式 33 30 2 1 －

123 47 28 32 16

計 53 18 8 12 15
100m3

以上
4 2 1 － 1

40m3

以上
49 16 7 12 14

計 70 29 20 20 1

100m3

以上
12 8 1 3 －

40m3

以上
58 21 19 17 1

26 8 5 4 9

20 6 3 4 7

－ － － － －

3 2 1 － －

－ － － － －

3 － 1 － 2

－ － － － －

水　利　状　況

(令和６年４月１日現在）

加　瀬
出張所

平　間
出張所

南河原
出張所

本   署合　　計区      分

合       計

消火栓
（75mm以上）

小    計

公設

私設

貯水・施設

その他（構内排水路）

防火水槽

小  計

公設

私設

その他の水利

小  計

プール

沼

河川

海・運河
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区　　　　　分 区　　　　　分

防火対象物使用開始届 181 ネオン管灯設備設置届 0

防火対象物改装工事等届 3 水素ガスを充てんする気球の設置届 0

炉設置届 5 火災と紛らわしい煙又は火炎を発する
おそれのある行為届 74

温風暖房機設置届 0 煙火の打上げ又は仕掛け届 0

厨房設備設置届 0 催物開催届 0

ボイラー設置届 1 消防計画作成届 706

乾燥設備設置届 3 防火防災管理者選任(解任)届 608

給湯湯沸設備届 2 全体についての消防計画作成届 93

ヒートポンプ冷暖房機設置届 0 統括防火防災管理者選任（解任）届 58

火花を生ずる設備設置届 0 圧縮アセチレンガス等貯蔵取扱届 2

放電加工機設置届 0 指定洞道等の届 0

サウナ設備設置届 0 指定可燃物貯蔵取扱届 0

燃料電池発電設備設置届 0 少量危険物貯蔵取扱届 20

変電設備設置届 31 道路工事届 519

発電設備設置届 13 水道断減水届 47

蓄電池設備設置届 21

件　数件　数

火 災 予 防 条 例 等 に 基 づ く 届 出 状 況

（令和５年度）
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　第２種 　法第８条第１項の規定により、防火管理者を定めなければならない防火対象物（特定防火対象物を除 く。）及びこれらに属する物件（危険物
製造所等は除く。）

　第４種 　第１種、第２種及び第３種ア・イ防火対象物以外の防火対象物及びこれらに属する物件（危険物施設は除く。）

7

53 － 666 138

１６－ロ

　第３種 　法第１７条第１項又は川崎市火災予防条例（昭和４８年川崎市条例第３６号。以下「条例」という。）第４６条第１項の規定により自動火災報知
設備を設置しなければならないもの（第１種、第２種防火対象物を除く。）及びこれらに属する物件（危険物製造所等は除く。）

　第１種 　消防法（以下「法」という。）第８条第１項の規定により、防火管理者を定めなければならない防火対象物で、法第17条の２の５第２項第４号に
規定する特定防火対象物及びこれらに属する物件（危険物製造所等は除く。）

１７

－

－

－ 54 15

重 要 文 化 財

複 合 用 途 （ 非 特 定 ）

１６－イ

59

－ 121

－

－

273

－ 5 3 15 1 94 － 109 1 7

－ － － － － － －

－

－

4

－ － － －

－ － －

－ 10 4

－

－ － － －

－ － 1 －

17 3

－ －

1

578 8 1,522 2

21 4

63 26

－ － － － － － － － 3

2,100 10 265 － 2,727 26362

52

10

－ －

２－ハ

２－ロ

２－イ

風 俗 営 業 店

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス

待 合 ・ 料 理 店

等

遊 技 場

飲 食 店

病 院 ・ 診 療 所

老人短期入所施設

老人デイサービスセンター

キ ャ バ レ ー

百 貨 店

等

学 校

等

4

等

検査数対象物数

第４種

対象物数

－

16

劇 場 ・ 映 画 館

等

等

等

共同住宅・寄宿舎

公 会 堂 ・ 集 会 場

3

22

38

3

－

－

－

旅 館 ・ ホ テ ル

等

1 －

－

等

６－ロ

等

等

検査数

１－ロ

１－イ

防 火 対 象 物 の 立 入 検 査 状 況
（令和５年度）

対象物数 検査数

第３種

対象物数 検査数

第１種

検査数

第２種

対象物数対象物数

等

等

合　　　　　計

区　　　　　分
合　　計

３－イ

２－二

５－イ

４

３－ロ

６－イ

５－ロ

６－ニ

７

9

21

１０

９－ロ

９－イ

８ 等

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場

公 衆 浴 場

等

等幼 稚 園 ・ 盲 学 校

等 4 －

20 －

3 －

ア イ 小　計

検査数対象物数

－

18 － － － 1 18 － 18 1

－ － －

検査数

3,430 60 436 1 4,816 296

－

－ －

－ － － － －

－ － －

－ － － － 1 －

－

６－ハ

図 書 館 ・ 博 物 館

等

１３－イ

１１

映 画 ス タ ジ オ

自 動 車 車 庫 等

等

１２－イ

神 社 ・ 寺 院

等車 両 の 停 車 場

－

－

－

－

－

－

－

－

－ －

１３－ロ 飛 行 機 の 格 納 庫

倉 庫

そ の 他 の 事 業 所

工 場 ・ 作 業 所

複 合 用 途 （ 特 定 ）

１４

１５

１２－ロ

等

432

－

165 518 70 760 46 2,670 14

1 － －

－

－

－ － －－ －

－

－ － － － － － －

－ － －

－ －

－ － － － － － － － － － － － －

－ － －

－ － －

－ －

3 － － － － － － － － － － 3 －

－ － － － － －

4 － 60 19

－

3 － － 1 1 12 － 13 1 10 － 45 4

－ － － － － －

22 5

－ － － － － － － － －

－ 2 2 11 － 13 2 － －

－ 7 4 3 2 10 6 1 －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － －

15 3 － － 1 － 1 － 1

－ － － － － － － － －

2 －

－ － － － － 1 － 1 －

1 － 3 －

－ 15 8 － － 8 － 8 － 6 － 29 8

－ － － 2 － － －

－

2

1 － 10 －

－ － － － － － － － － －

－ － － 3 － 6 － 9 －

－ 67 2

－ 66 25 17 － 83 2 100 2 52 1 218 28

－ 1 － 15 2 44 －

109 － － 73 23 267 6 340 29

5 28 － 728 20

－ － － 1 1 － － 1 1 － － 1 1

46 3 600 2 646
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　　　　　 　　　  構造別
   用途別

小　計
耐　火
建築物

準耐火
建築物

不　燃
建築物

防　火
建築物

木　造
建築物

公 会 堂 ・ 集 会 場 1 1 － － － －

飲 食 店 1 － － － 1 －

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト
物 品 販 売 店 舗

－ － － － － －

旅 館 ・ ホ テ ル － － － － － －

共同住宅・寄宿舎 47 26 18 － 3 －

病 院 ・ 診 療 所 － － － － － －

老人福祉施設・保育所 5 2 1 － 2 －

幼 稚 園 － － － － － －

小・中・高・大学校等 － － － － － －

公 衆 浴 場 － － － － － －

車 両 の 停 車 場 － － － － － －

神 社 ・ 寺 院 等 － － － － － －

工 場 ・ 作 業 所 － － － － － －

映画・テレビスタジオ － － － － － －

自動車車庫・駐車場 － － － － － －

倉 庫 － － － － － －

事 業 所 6 2 2 － 2 －

複 合 用 途 （ 特 定 ） 3 3 － － － －

複合用途（ 非特 定） 3 2 1 － － －

専 用 住 宅 395 4 350 － 41 －

許 可 2 － － － 2 －

合　　　計 463 40 372 0 51 0

（令和５年度）

建 築 同 意 事 務 処 理 状 況（用途別及び構造別処理件数）
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110 13 48 8 5 13 2 2 19

70 10 32 2 14 9 1 2 －

52 9 22 1 7 10 2 1 －

128 15 65 4 12 24 4 3 1

360 47 167 15 38 56 9 8 20

合 計 本 署 南河原 平 間 加 瀬

124 22 36 29 37
－ － － － －

44 7 15 15 7

29 3 12 12 2

2 1 1 － －

2 － － 2 －

11 3 2 1 5

80 15 21 14 30

24 9 4 5 6

1 － － － 1

5 1 2 2 －

－ － － － －

34 5 15 7 7
－ － － － －

16 － － － 16

64 15 16 13 20

18 4 5 4 5

46 11 11 9 15

（令和６年４月１日現在）

　予 防 規 程 の 作 成 を 要 す る 事 業 所

　　そ　の　他　の　事　業　所

平　間

加　瀬

危 険 物 施 設 状 況

　　屋　内　貯　蔵　所

　　屋　外　タ　ン　ク　貯　蔵　所

　　屋　外　貯　蔵　所

　　地　下　タ　ン　ク　貯　蔵　所

　　簡　易　タ　ン　ク　貯　蔵　所

　　移　動　タ　ン　ク　貯　蔵　所

　　事　業　所　合　計

　　屋　内　タ　ン　ク　貯　蔵　所

区　　　　　　　　　　　　　　分

　　製　　　造　　　所　　（A)

少 量 危 険 物 施 設 状 況

（令和６年４月１日現在）

合　計

移　動
タンク

その他区　分

本　署

合　計
一般
取扱

屋内
貯蔵

屋外
貯蔵

屋　内
タンク

屋　外
タンク

地　下
タンク

南河原

　　施　設　合　計　（A＋B＋C）

　　取　扱　所　小　計　（B)

　　貯　蔵　所　小　計　（C)

　　一　般　取　扱　所

　　自　家　用　給　油　取　扱　所

　　営　業　用　給　油　取　扱　所

　　鉄　道　用　給　油　取　扱　所
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－ －

16 16

360 25

5 3

－ －

34 17

（令和５年度）

製 造 所

一 般 取 扱 所

自 家 用 給 油 取 扱 所

鉄 道 用 給 油 取 扱 所

13

2 1

2 2

11 11

24 9

1 －

危 険 物 施 設 等 の 立 入 検 査 状 況  

施　設　数
延べ立入検査
実　施　件　数

少量危険物貯蔵取扱所

区 分

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

営 業 用 給 油 取 扱 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

－ －

29
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火 災 発 生 状 況

区分

火災件数
出火率
（件）

焼損面積
(㎡)

損害額
（千円）

り　　　　災
死者 負傷者

区域別 世帯 人員

（令和５年中）

全　市 390 2.25 3,911 473,125 267 512 3 56

幸　署 32 1.87 178 11,160 24 60 － 5

比　率 8.2% － 4.6% 2.4% 9.0% 11.7% 0% 8.9%

※　比率は、全市の火災発生件数等に対する当署管内の割合（％）を示しています。

※　出火率は、人口１万人当たりの火災件数を表しています。

（令和５年中）

区分

件数
種　　　　別

損害額
（千円）

り　　災
死者 負傷者

月別 建物 車両 その他 床面積 表面積 世帯 人員

月 別 火 災 発 生 状 況

焼損面積（㎡）

－ － －

２月 3 2 － 1 4,690 9 － 2 5 － －

１月 5 3 1 1 18 － － －

3 － －

４月 5 5 － － 1,688 60 20 10 27 － －

３月 3 2 － 1 7 － 0.1 2

－ － －

６月 1 1 － － 1,093 － 52 3 13 － －

５月 － － － － － － － －

3 － 1

８月 3 1 － 2 2 － － 1 4 － －

７月 4 3 － 1 5 － 1 3

1 － 2

１０月 1 1 － － 1 － － － － － －

９月 2 2 － － 254 － 1 1

1 1 － －

１２月 2 2 － － 3,401 32 3 1 3 － 2

合計 32 23 1 8 11,160 101 77.1 24 60 0 5

１１月 3 1 － 2 1 －

※　各表中の数値は小数点以下第２位を四捨五入しているため、総数と内訳が一致しない場合があります。

－
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床面積 表面積

 令和
元年

３年 37 98 23 7,275 2 1

４年 36 146 15 2,958 1 0

５年 32 101 77 11,160 0 5

令和
元年

３年 37
放　火

6
（16.2％）

配線器具

6
（16.2％）

たばこ

5
（13.5％）

こんろ

3
（8.1％）

その他

17
（46.0％）

４年 36
配線器具

7
（19.4％）

こんろ
7

（19.4％）

電話・電灯等の配線

7
（19.4％）

放　火
5

（13.9％）

その他
10

（27.9％）

５年 32
こんろ

5
（15.6％）

たばこ

5
（15.6％）

配線器具
5

（15.6％）

放　火
3

（9.4％）

その他
14

（43.8％）

５ 年 間 の 火 災 発 生 状 況

　　 　区分

 年月
火災件数 ３位 ４位 その他

負傷者

１位 ２位

５ 年 間 の 原 因 別 火 災 発 生 状 況

　　　 区分

 年月

損害額
（千円）

死　者
焼損面積（㎡）

火災件数

60

※　平成３０年から電気が電気機器、電気装置、電話・電灯等の配線、配線器具に細分化されています。

47 212 12 11,353 2 9

※小数第二位を四捨五入

47
放　火

8
（17.0％）

たばこ

8
（17.0％）

ストーブ

5
（10.6％）

電気機器

5
（10.6％）

その他

21
（44.8％）

297

その他
19

（31.8％）

21 20,981 0 16

※　比率（％）は、当署管内の火災件数に対する割合（％）を示し、その他欄で、１００％に調整しています。

60
放　火

23
（38.3％）

電気機器
8

（13.3％）

たばこ
5

（8.3％）

こんろ
5

（8.3％）

 ２年

２年
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4

1
－

－

－

－

1
－

1
－

1
－

－

－

－

－

－

－

－

3
－

－

2
－

－

－

－

－

1
－

1
－

3

－

4
－

－

9
－

1
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

区分

町　・　丁　名 令和元年 令和２年 令和３年

地区別

令和５年令和４年

５ 年 間 の 地 区 ・ 町 丁 名 別 火 災 発 生 状 況

－

－

－

－

－

－

2
－

－

3
－

－

大 宮 町 2 3 2
幸 町 １ 丁 目 － － －

幸 町 ２ 丁 目

1 － －

－ － －

幸 町 ３ 丁 目 － － －

－ －

中 幸 町 ３ 丁 目 － 2 －

中 幸 町 ４ 丁 目

幸 町 ４ 丁 目 － －

中 幸 町 ２ 丁 目 －

－

中 幸 町 １ 丁 目

－ － －

南 幸 町 ３ 丁 目 1 4 －

堀 川 町 4 1 11 11
南 幸 町 １ 丁 目 － 1 － －

2
－

南 幸 町 ２ 丁 目 2 － －

－

－

13 15
遠 藤 町 － － －

都 町 1 －

小　　　　　計 11

1
柳 町 － 2 1

18
－

南
 

河
 

原
 

地
 

区

御
 

幸
 

東
 

地
 

区

－ 3

河 原 町 3 2 －

小 向 － － 1

－ 1
小 向 西 町 ２ 丁 目 － － －

小 向 西 町 ３ 丁 目

小 向 町 2 1

小 向 西 町 １ 丁 目 －

1
小 向 仲 野 町

－ － －

小 向 西 町 ４ 丁 目 1 － －

1

紺 屋 町 － 1 －

神 明 町 １ 丁 目

－ 1 －

1 － －

神 明 町 ２ 丁 目 － － －

1 －

戸 手 ４ 丁 目 1 － －

戸 手 本 町 １ 丁 目

戸 手 １ 丁 目 － －

戸 手 ３ 丁 目 －

－

戸 手 ２ 丁 目

1 － 1
戸 手 本 町 ２ 丁 目 － － －

小 向 東 芝 町 1 － 1
小　　　　　計 11 6 8
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合　　　　　　　計 47 60 37 36 32
小　　　　　計 21 37 11 8 16

日
　
吉
　
地
　
区

矢 上 1 － － － －

東 小 倉 － － － － 2
南 加 瀬 ５ 丁 目 － 1 － － 1
南 加 瀬 ４ 丁 目 3 1 2 1 －

南 加 瀬 ３ 丁 目 4 － － 2 －

南 加 瀬 ２ 丁 目 1 － 1 － －

南 加 瀬 １ 丁 目 － 2 2 － －

新 川 崎 1 8 － 1 －

新 小 倉 1 1 － － －

北 加 瀬 ３ 丁 目 － 2 － 1 －

北 加 瀬 ２ 丁 目 － 3 1 1 －

北 加 瀬 １ 丁 目 － 1 － 1 1
鹿 島 田 － － － － －

鹿 島 田 ３ 丁 目 1 1 － － －

鹿 島 田 ２ 丁 目 － － － － 1
鹿 島 田 １ 丁 目 5 5 4 － 5
小 倉 － － － － －

小 倉 ５ 丁 目 1 3 － 1 2

－ 1
小 倉 ４ 丁 目 1 8 1 － －

1
小 倉 ２ 丁 目 1 － － － 2
小 倉 １ 丁 目 － － － －

小 倉 ３ 丁 目 1 1 －

小　　　　　計 4 4 3 6 4
新 塚 越 － － － － －

古 川 町 － － 1 2 －

古 市 場 ２ 丁 目 － － － － 1
古 市 場 １ 丁 目 1 1 1 － －

古 市 場 1 － 1 1 －

東 古 市 場 － 1 － － 1
塚 越 ４ 丁 目 － － － 1 －

1 － － － －

塚 越 ２ 丁 目 － 1 － －

令和５年

地区別

御
　
幸
　
西
　
地
　
区

下 平 間 1 － － 2 2
塚 越 １ 丁 目

区分

町　・　丁　名 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

－

塚 越 ３ 丁 目 － 1 － － －
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出場
件数

搬送
人員

出場
件数

搬送
人員

出場
件数

搬送
人員

出場
件数

搬送
人員

出場
件数

搬送
人員

3,419 2,853 3,711 3,040 3,402 2,746 3,198 2,349 13,730 10,988 87,591 71,110

火　災 5 2 10 1 11 0 12 3 38 6 233 47

交　通 121 102 141 122 125 105 118 99 505 428 3,742 3,198

一　般 470 413 513 427 478 397 457 359 1,918 1,596 13,149 11,234

自　損 11 11 22 19 29 24 16 10 78 64 684 511

急　病 2,474 2,113 2,568 2,121 2,480 2,055 2,316 1,694 9,838 7,983 61,936 51,049

転　院 173 170 311 310 126 126 167 165 777 771 4,097 4,059

その他 165 42 146 40 153 39 112 19 576 140 3,750 1,012

　川崎市内救急出場件数は３年連続で増加しており、令和５年は最も救急件数の多い年と

　川崎市ホームページにて「川崎市救急受診ガイド」を提供しておりますので、救急車の

適正な利用をする際の判断材料として御利用ください。

救 急 隊 別 救 急 取 扱 状 況

救　急　概　況

　救急隊２９隊のうち、当署には４隊（幸救急隊、南河原救急隊、平間救急隊、加瀬救急隊）

が配置されています。

　令和５年中の川崎市内救急件数は、８７，５９１件で令和４年に比べ２，８１５件（３．３％）

増加し、１日平均の救急件数は約２４０件で約６分００秒に１件の割合で出場したことになります。

　当署救急隊４隊の救急件数は、１３，７３０件（１２４件、０．９％減）で、当市８消防署のうち

２番目に多い件数となりました。

なりました。

合　　計

区　分

（令和５年中）

幸消防署 全 市

幸救急隊 南河原救急隊 平間救急隊 加瀬救急隊 合　計
出場
件数

搬送
人員
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合　計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

出場件数 13,730 1,266 942 1,016 1,038 1,060 1,171 1,425 1,327 1,204 1,032 1,058 1,191
搬送人員 10,988 1,002 780 858 854 881 912 1,085 1,021 893 850 883 969
出場件数 38 3 1 3 4 3 4 3 4 5 1 3 4
搬送人員 6 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 3
出場件数 505 37 39 38 44 38 46 45 39 35 39 51 54
搬送人員 428 31 30 33 39 33 35 38 36 26 33 45 49
出場件数 1,918 160 132 143 131 175 167 157 165 171 166 171 180
搬送人員 1,596 129 114 120 108 152 135 132 136 131 144 148 147
出場件数 78 5 3 6 6 7 6 9 8 5 12 8 3
搬送人員 64 4 2 5 5 4 6 6 8 5 11 6 2
出場件数 9,838 905 658 713 743 744 831 1,079 1,005 877 718 727 838
搬送人員 7,983 726 553 621 631 628 655 831 770 659 597 615 697
出場件数 777 102 67 67 60 52 67 67 64 62 58 52 59
搬送人員 771 100 67 67 60 52 66 67 63 61 57 52 59
出場件数 576 54 42 46 50 41 50 65 42 49 38 46 53
搬送人員 140 12 14 12 10 12 15 11 8 9 8 17 12

交
　
通

月 別 救 急 取 扱 状 況

区　分

合
　
計

火
　
災

（令和５年中）

一
　
般

自
　
損

急
　
病

転
　
院

そ
の
他

※　その他には自然災害・水難事故・労災事故・加害事故・運動競技等が含まれます。

0
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10,147 10,149 

8,804 9,296 
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10,843 11,059 11,418 

11,811 

10,439 
11,186 

13,854 13,730 人・件

１０年間の救急活動の推移 搬送人員

（人）

0
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8,000

10,000

12,000

14,000

9,517 9,599 9,675 9,836 
10,147 10,149 

8,804 9,296 

11,366 
10,988 

10,498 10,711 
10,843 11,059 11,418 

11,811 

10,439 
11,186 

13,854 13,730 人・件

１０年間の救急活動の推移 搬送人員（人）

出場件数（件）
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分区

1

１

２

１

１

副分団長
小原　　良

第４分団
幸区のうち、北加瀬１～３丁目、南加瀬１～５丁目、
小倉、小倉１～５丁目、東小倉、新小倉、新川崎、
鹿島田１～３丁目、矢上

第１分団
幸区のうち、中幸町１～４丁目、幸町１～４丁目、
都町、南幸町１～３丁目、大宮町、堀川町、柳町

第２分団

幸区のうち、戸手本町１丁目、遠藤町、小向、小向町、
小向西町１～４丁目、小向仲野町、小向東芝町、紺屋町、
戸手、戸手１～４丁目

幸区のうち、河原町、神明町１・２丁目、戸手本町２丁目

第３分団
幸区のうち、塚越、塚越１～４丁目、新塚越、下平間、
古川町、古市場１・２丁目、東古市場、古市場

副分団長
滝口　太志

副分団長
沼澤　貴能

副分団長
成川　和男

副分団長
佐藤　一晃

分　団　名 受　　持　　区　　域

副分団長
木村　雅子

副分団長
安達　靖彦

副分団長
伊藤　　厚

消 防 団 の 火 災 出 場 区 分

分団長
生方　　清

分団長
坂井　幸一

分団長
成川　秀幸

分団長
岩瀬　　宏

（令和６年４月１日現在）

消　防　団　の　組　織

団     長　　髙　橋　克　明

本　　　　　団

第 １ 分 団 第 ２ 分 団 第 ３ 分 団 第 ４ 分 団

蒲　田 　　　賢副 団 長

細　谷　三　康庶務部長

西　田　 　　治消防部長

　中　村　泰　司　

　村　石 　　　勉　

　吉　岡　雅　之　

　　 副 団 長

　　 警護部長

　　 広報部長
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13 (2) 6 (2)
18 (3) 2 (1) 8 (2)
26 (5) 5 (1) 15 (4)
25 (5) 6 (3) 13 (2)
34 (7) 10 (3) 15 (4)

※　その他には、非火災及び誤報出場を含みます。

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

合　　　　計

消　防　団　員
（令和６年４月１日現在）

区　分

分 団 別

本　　　　団

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

－

1

団長合計 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

2

25

－

116

－

－

1685

45
327

8
－

－

4

14

90
8

73

－

－

－

－

190

－

12
125

4
－

－

44
6
－

－

－

4

5 15
216

10

－

1
4
－

167

7

2
2

－

－

－

－

1,346
104

23
109

233
13
－

－

－

4
84

98

161
13
－

－

217
1,421

315
1,403

－

3
76

4
－

109

－

8
43

－

－

－

－

－

138
1,358

87
12
50

－

－

－

－

－

36
349

4
－

14
196

14
1

46

(22)

消 防 団 の 出 場 状 況

1,628
124

258
2301

126

令和５年

208

13

21
－

人員
そ
の
他

件数

台数

風
水
害

件数

人員

台数

人員
火

災

件数

台数

人員
水

難

件数

台数

特
別
警
戒

件数

人員

台数

4

－

(7)
－

2

4

演
習
訓
練

件数

人員

台数

交
通
事
故

件数

人員

台数

－

1
－

合

計

件数

人員

台数

※　消防団定員 183名（ ）内は女性団員数の内数

区　分

201
1,999

－

8 (1)

－

3
3
3
6
15

2
2
2

1
1
1
1
8 57 (14)

3 3 －

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

－

－

－

112

339
1,755

118

237
1,668

126
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区分

分団別

第１分団 市有

第２分団 市有

第３分団 市有

第４分団 市有

分団別

区分

登録番号

形 状

年 式

総排気量
（ℓ）

長 さ
（ｍ）

幅
（ｍ）

高 さ
（ｍ）

定 員
（人）

総 重 量
(kg)

登録年月

2,990 2,900 2,670 2,900

令和2年11月 令和6年1月 平成25年1月 令和6年1月

2.16 2.10 2.23 2.10

6 6 6 6

4.72 4.68 4.72 4.68

1.69 1.69 1.69 1.69

令和2年 令和6年 平成25年 令和6年

1.99 1.99 1.99 1.99

川崎800
す 4839

川崎800
す 6344

川崎800
す 1030

川崎800
す 6345

ニッサン トヨタ ニッサン トヨタ

消 防 団 配 置 車 両 状 況

（令和６年４月１日現在）

第１分団 第２分団 第３分団 第４分団

　小向西町 3－107－2 鉄骨造2階 51.33  51.26

　北加瀬 1－36－4 鉄骨造平屋 47.88 135.55

　南幸町 3－154－2 鉄骨造2階 69.36 134.96

　戸手 2－2－3 鉄骨造2階 57.96 136.07

消 防 団 器 具 置 場

（令和６年４月１日現在）

所在地
建物等

敷地（㎡） 備考
構 造 延面積（㎡）
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水冷

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

P‐456 P‐456

ポンプ級別 B‐3 B‐3 B‐3 B‐3 B‐3

令和6年2月

放水量(ℓ) 1,260以上 1,260以上 1,260以上 1,260以上 1,260以上

配置年月 平成25年2月 令和2年11月 令和6年2月 平成25年1月

32

年 式 平成25年 令和2年 令和6年 平成25年 令和6年

ポンプ型式 P‐456

馬力 (PS) 40 32 32 32

P‐556B P‐456

マキタ沼津
シバウラ

防災製作所

消 防 団 車 両 積 載 小 型 動 力 ポ ン プ

（令和６年４月１日現在）

分団別 本団
（本署）

第１分団 第２分団 第３分団 第４分団
区　分

製造会社 マキタ沼津
シバウラ

防災製作所
シバウラ

防災製作所

加瀬出張所

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ３３号 〃

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ ４ 号 ４分団器具置場

〃

平成２５年１２月

消 防 団 配 置 対 震 ポ ン プ

（令和６年４月１日現在）

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ１８号 〃

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ３２号 ２分団器具置場

〃

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ １ 号

第２分団

平成２５年２月南河原出張所
第１分団

分団別

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ ３ 号

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ２６号
第３分団

第４分団

〃

平間出張所

〃対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ４９号 〃

平成２５年１２月

〃

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ２７号 〃

〃

〃

平成２５年２月

対震用小型ﾎﾟﾝﾌﾟ４８号

ポンプ番号 配置場所 配置年月 備考
区　分
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人　　数

幸 防 火 協 会 152

幸地区少年消防ク ラ ブ
　6　（運営委員）

25　（クラブ員）

　　　　　　　署所別
　 種別

自衛消防隊保有事業所 4 5 3 － 12

自 衛 消 防 隊 員 数 494 1,092 226 － 1,812

消 防 ポ ン プ 車 台 数 1 － － － 1

小 型 動 力 ポ ン プ 台 数 3 － － － 3

大 型 消 火 器 数 78 49 61 － 188

（令和６年４月１日現在）

平　間 加　瀬 合   計本　署 南 河 原

消 防 協 力 団 体 の 状 況

自 衛 消 防 隊 状 況

代　　表　　名

　会　長　　　　　　金　　 井　　　弘　　年

　委 員 長　　　　 永　　 瀬　　　　　　 清

　会　長　　　　　　戸 野 谷　　　純　　一

（令和６年４月１日現在）　

団　体　名

幸 消 防 研 究 会
 （株式会社東芝小向事業所　事業所長）

37
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S33.10 中幸町4丁目の製菓会社火災で、木造2階建、一部平屋建の工場6棟を全

焼し、22,491,000円の損害、死者9名を生じた。

S47.3.3 南加瀬の倉庫火災で、215㎡を焼損し、46,489,000円の損害を生じた。

S49.4.3 小倉の店舗併用住宅火災で、26㎡を焼損し、死者2名を生じた。

S50.8.30 小倉の作業所で、968㎡を焼損した。

S51.2.19 塚越4丁目の共同住宅火災で、寝具を焼損し、死者1名・負傷者1名を生じ
た。

S51.11.13 幸町2丁目の住宅火災で、52㎡を焼損し、死者1名を生じた。

21時26分頃、管内に旋風被害が発生した。

１　発生場所

（１）戸手4丁目910番地付近

（２）河原町団地1・2号館

（３）中幸町1・2丁目幸町小学校付近

（４）南幸町1・2丁目地域

２　被害状況

（１）建物　　57棟

（２）車両　　16台

（３）電柱電線被害多数

（４）負傷者　4名

S55.1.9 古市場2丁目の店舗併用共同住宅火災で、108㎡を焼損し、死者1名・負傷

者3名を生じた。

S56.2.6 下平間の住宅火災で、77㎡を焼損し、死者1名・負傷者3名を生じた。

S56.3.14 北加瀬の工場火災で、火元棟487㎡を全焼し、全焼3棟・部分焼3棟の類焼

を生じ、死者7名・負傷者3名を生じた。

S56.7.8 鹿島田の工場火災で、246㎡を焼損し、死者3名・負傷者3名を生じた。

S57.12.21 小向西町2丁目の共同住宅火災で、5㎡を焼損し、死者1名を生じた。

S57.12.30 小向仲野町の共同住宅火災で、死者1名を生じた。

S58.12.8 古市場2丁目の住宅火災で、64㎡を焼損し、死者1名を生じた。

S59.3.3 紺屋町の共同住宅火災で、52㎡を焼損し、死者1名を生じた。

S59.11.26 塚越4丁目の工場で、水素化ゲルマニュウムの爆発火災が発生し、負傷者2
名を生じた。

S60.9.16 南加瀬の共同住宅火災で、116㎡を焼損し、死者1名を生じた。

S61.3.25 小倉の共同住宅火災で、32㎡を焼損し、死者1名を生じた。

S61.12.12 河原町の高層共同住宅火災で、1室39㎡を焼損し、死者1名・負傷者1名を
生じた。

過 去 の 主 な 災 害

S53.2.28
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S62.3.19 河原町の屋外の火災で、死者1名を生じた。

S62.3.21 南加瀬のプラスチック製品製造会社火災で、火元棟637㎡を全焼し、部分

焼3棟の類焼を生じた。

H1.2.6 古市場1丁目の長屋住宅火災で、全焼2棟・部分焼1棟の計81㎡を焼損し、

死者1名を生じた。

H1.3.13 小倉の遊技場火災で、1棟677㎡を焼損し、90,855,000円の損害を生じた。

H1.7.4 塚越2丁目の共同住宅火災で、居室内10㎡を焼損し、死者1名・負傷者1名
を生じた。

H2.3.4 戸手4丁目先多摩川堤内の火災で、枯草11㎡を焼失し、死者1名を生じた。

H2.7.30 小倉の共同住宅火災で、1棟172㎡を全焼し、死者1名を生じた。

H3.11.2
柳町の変電所火災で、死者1名・負傷者1名を生じ、この火災により幸区・川

崎区・鶴見区の一部が停電し、エレベーター内閉じ込め事故が13件発生し
た。

H4.12.10 小倉の長屋住宅火災で、火元棟65㎡を全焼、部分焼1棟を類焼し、死者1
名・負傷者2名を生じた。

H4.12.21 古市場2丁目の共同住宅火災で、居室内1㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H5.3.19 古市場の一般住宅火災で、1棟95㎡を全焼し、死者1名を生じた。

H5.4.29 大宮町の共同住宅火災で、火元棟116㎡を全焼、部分焼4棟を類焼し、死

者1名・負傷者1名を生じた。

H6.4.19 南加瀬3丁目の一般住宅火災で、火元棟を半焼、ぼや1棟を類焼し、死者1
名を生じた。

H6.4.29 東古市場の一般住宅敷地内の物置火災で、物置1棟5㎡を焼損し、死者1
名を生じた。

H6.6.20 小向西町4丁目の共同住宅火災で、火元棟111㎡を全焼、部分焼2棟・ぼ

や1棟を類焼し、死者1名を生じた。

H7.1.16 古川町の住宅火災で、居室内5㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H7.2.14 中幸町の給油取扱所で、ガソリンが混入した灯油2,000リットルを誤販売し
た。

H7.2.19 北加瀬1丁目の住宅火災で、全焼5棟・半焼1棟・部分焼5棟・ぼや2棟の計

407㎡を焼損し、死者1名・負傷者1名を生じた。

H7.4.11 小向仲野町先路上の車両火災で、乗用車1台を焼損し、死者1名を生じた。

H8.10.21 南幸町1丁目の住宅火災で、火元棟96㎡を全焼、部分焼1棟を類焼し、死

者1名を生じた。

H9.1.4 神明町1丁目の複合用途建物火災で、部分焼1棟20㎡を焼損し、死者1名
を生じた。

H9.3.27 小倉の末吉橋橋桁の火災で、死者1名を生じた。
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H9.10.15 柳町の木材店火災で、全焼6棟・部分焼2棟・ぼや6棟の計733㎡が焼損し
た。

H10.3.9 南幸町2丁目の共同住宅火災で、全焼1棟・部分焼4棟・ぼや1棟の計280
㎡を焼損し、死者3名・負傷者2名を生じた。

H11.2.3 南加瀬3丁目の共同住宅火災で、部分焼1棟17㎡を焼損し、死者1名を生じ
た。

H11.6.6 小倉の住宅火災で、全焼1棟・半焼1棟・部分焼2棟・ぼや2棟の計87㎡を焼

損し、死者1名を生じた。

H11.8.14 多摩川河川敷内において、航空隊と救助隊との連携により、要救助者6名を
救出した。

H11.11.4 古市場2丁目の住宅火災で、半焼1棟15㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H12.1.28 都町の路上に駐車中の車両火災で、死者1名を生じた。

H13.4.2 柳町の工場において、粉塵爆発火災が発生し、粉体塗装装置が焼損した
他、窓ガラス約40枚等が破損した。

H13.9.15 中幸町2丁目の共同住宅火災で、全焼1棟・部分焼1棟・ぼや3棟の計220
㎡を焼損し、死者1名・負傷者1名を生じた。

H13.11.14 南加瀬5丁目の住宅火災で、火元棟92㎡を全焼、ぼや2棟を類焼し、死者1
名を生じた。

H13.12.10 北加瀬3丁目の共同住宅火災で、火元棟80㎡を全焼、ぼや1棟を類焼し、

死者1名を生じた。

H14.1.4 都町の住宅火災で、収容物若干を焼損し、死者1名を生じた。

H14.1.26 古市場2丁目の作業所併用住宅火災で、全焼1棟・部分焼１棟の計150㎡を

焼損し、死者1名を生じた。

H14.2.26 古市場の多摩川河川敷の火災で、死者1名を生じた。

H14.7.18 小倉の住宅火災で全焼3棟・部分焼2棟の計183㎡を焼損し、死者1名・負

傷者1名を生じた。

H15.1.9 河原町の高層共同住宅火災で、収容物若干を焼損し、死者1名を生じた。

H15.2.22 小向西町4丁目の店舗併用共同住宅で、全焼1棟・部分焼1棟の計130㎡が

焼損し、死者1名を生じた。

H15.7.7 鹿島田の作業所併用宿舎火災で、全焼1棟・半焼1棟・ぼや1棟の計518㎡

を焼損し、死者1名・負傷者3名を生じた。

H16.2.19 古市場2丁目の共同住宅火災で、全焼1棟・部分焼2棟、ぼや2棟の計122
㎡を焼損し、死者1名・負傷者2名を生じた。

H16.6.7 戸手3丁目の共同住宅火災で、全焼1棟・ぼや1棟の計236㎡を焼損し、死

者1名・負傷者2名を生じた。

H16.7.2 河原町の共同住宅火災で、部分焼1棟51㎡を焼損し、死者1名を生じた。
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H16.9.27 塚越4丁目の共同住宅火災で、部分焼1棟55㎡を焼損し、死者2名を生じ
た。

H17.3.14 古市場1丁目の共同住宅火災で、半焼1棟73㎡を焼損し、死者1名・負傷者

3名を生じた。

H17.7.8 小向東芝町の工場火災で、全焼1棟1,986㎡を焼損し、4,149,722,000円

の損害、負傷者2名を生じた。

H17.10.4 河原町の共同住宅火災で、部分焼1棟48㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H18.9.16 塚越3丁目の住宅火災で、全焼3棟・部分焼3棟・ぼや1棟の計176㎡を焼損

し、死者1名を生じた。

H19.2.13 南加瀬2丁目の店舗併用共同住宅火災で部分焼1棟18㎡を焼損し、死者1
名を生じた。

H20.2.8 南幸町3丁目の寄宿舎火災で半焼1棟91㎡を焼損し、負傷者7名を生じた

が、救助隊、消防隊及びはしご隊により要救助者10名を救出した。

H20.2.18 北加瀬2丁目の住宅火災で、全焼1棟・部分焼3棟・ぼや5棟の計175㎡を焼

損し、死者1名を生じた。

H20.3.14 中幸町2丁目の店舗併用住宅火災で、半焼2棟・部分焼2棟の計114㎡を焼

損し、死者1名・負傷者1名を生じた。

H20.3.18 幸町2丁目の共同住宅火災で、全焼1棟・ぼや6棟の計44㎡を焼損し、死者

1名を生じた。

H20.4.25 塚越3丁目の共同住宅火災で、全焼2棟・部分焼3棟・ぼや1棟の計169㎡を

焼損し、死者1名を生じた。

H21.1.7 神明町2丁目の共同住宅兼寄宿舎の火災で、死者1名を生じた。

H21.4.13 下平間の共同住宅火災で、部分焼1棟15㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H21.9.21 遠藤町の住宅火災で、全焼1棟・半焼1棟・部分焼1棟の計243㎡を焼損し

たが、火災現場から逃げ遅れた男性1名を救出した。

H22.1.10 古川町の住宅火災で、全焼1棟118㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H22.9.8 小向西町3丁目の店舗火災で、部分焼1棟29㎡を焼損し、18,259,000円の
損害を生じた。

H23.10.28 南加瀬3丁目の共同住宅の火災で死者1名を生じた。

H24.2.12 矢上の工事中の建物火災で、部分焼1棟150㎡を焼損し、20,000,000円の
損害を生じた。

H25.10.21 塚越2丁目の共同住宅火災で、床面積6㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H26.10.9 紺屋町の店舗併用住宅1棟全焼2棟類焼し、10,350,000円の損害を生じ
た。

H27.6.1 南加瀬3丁目の共同住宅兼駐車場の火災で、全焼1棟・部分焼2棟・ぼや4
棟の計383㎡を焼損し、14,941,000円の損害を生じた。
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H27.12.2 幸町3丁目の住宅火災で、全焼1棟22㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H27.12.7 小向仲野町の共同住宅火災で、床面積14㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H29.3.19 幸町1丁目の共同住宅火災で、収容物を若干焼損し、死者1名を生じた。

H30.1.16 河原町の共同住宅火災で、床面積42㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H30.12.3 河原町の共同住宅火災で、床面積42㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H30.12.26 大宮町の共同住宅火災で、床面積65㎡を焼損し、死者1名を生じた。

H31.1.11 南加瀬2丁目のその他火災で着衣一式焼損し、死者1名を生じた。

H31.1.31 小向町の建物火災で浴室内若干焼損し、死者1名を生じた。

R2.8.20 古市場1丁目の建物火災で専用住宅1棟全焼し、16,000,000円の損害を生
じた。

R3.6.18 南加瀬4丁目の共同住宅火災で、床面積11㎡を焼損し、死者1名を生じた。

R3.7.14 北加瀬2丁目の共同住宅火災で、床面積1㎡を焼損し、死者1名を生じた。

R4.1.6 古市場のその他火災で、多摩川大橋の橋台約32㎡及びごみ類約6㎥を焼

損し、死者1名を生じた。

R6.1.4 河原町の共同住宅火災で、死者1名を生じた。

R6.2.12 小倉4丁目の建物火災で、専用住宅1棟全焼し、死者1名、負傷者1名を生
じた。

　・　その他火災報告取扱要領に定める速報に該当する災害

　・　昭和33年の時点における損害額が1,000万円以上の火災（昭和34年以後の損害額の
　　基準は、火災報告取扱要領の木造建物建築費指数に基づいて比例させる。）

（掲載の基準）

　・　死者の生じた火災

　・　焼損面積が500㎡以上の火災
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S15.12.18 特設消防署規程の改正により、神奈川県川崎消防署の設置に伴い幸出張
所を開設した。

S28.12 川崎消防署小向出張所を新築開設した。

S33.3 川崎消防署幸出張所を改築した。

S34.4 川崎消防署小向出張所の部隊を増強し、2個部隊を配置した。

S41.5 川崎消防署幸出張所の増改築に伴い、部隊を増強し、2個部隊を配置し
た。

S42.11 川崎消防署小向出張所に救急隊を配置した。

S44.5 川崎消防署小向出張所を増改築した。

S44.5 中原消防署南加瀬出張所の増改築に伴い、部隊を増強し、2個部隊を配置
した。

御幸消防署を新築開設し、川崎消防署から分離した。

　鉄筋コンクリート造3階建　延1,365㎡

　署長　　　　　　　　小板橋　義雄

　総員　　　　　　　　116名

　消防隊等　　　　　7隊

　救急隊　　　　　 　1隊

　出張所　　　 　　　2出張所（幸、小向）

S46.10.1 消防署の組織機構改革により、3課（庶務課、警防第1課、第2課）8係に拡
充した。

S47.2.19 御幸消防署庁舎4・5階を増築し、消防職員宿舎が完成した。

延面積600㎡24室

政令指定都市として区制施行により、御幸消防署を幸消防署に、幸出張所
が南河原出張所に、また中原消防署南加瀬出張所を幸消防署加瀬出張所
に名称を変更した。これにより本署及び３出張所とした。

　総員　　　　　　　　　148名

　消防隊等　　　　　　9隊

　救急隊　　　　　　　 1隊

川崎消防団及び中原消防団が分離し、幸消防団が発足した。

　団長　山田吉三郎

　団員　182名

　分団　4個分団（第1分団～第4分団）

S47.6.27 「幸危険物保全研究会」が発足した。

S47.6.28 「幸事業所消防協力会」が発足した。

S47.8.4 「幸防火協会」が発足した。

S49.6.1 加瀬出張所の改築に伴い、救急隊を配置し救急業務を開始した。

S46.5.1

S47.4.1

S47.4.1

幸 消 防 署 の あ ゆ み

-29-



S49.9.1 平間出張所を新築開設し、小向出張所を備蓄倉庫とした。

S50.12.1 救急隊を3交替制勤務とした。

S51.4.1 川崎市で唯一の地震対策車（トラクターショベル積載）を本署に、また平間
出張所に救急隊を配置し、救急業務を開始した。

S51.10.1 初代署長小板橋義雄が高津消防署長に転任し、2代目署長に加藤正巳が
就任した。

S53.5.11 本署庁舎屋上にテレビ共同受信施設を設置した。（建築局所管）

S53.7.1 出張所長制度の実施に伴い、各出張所に出張所長（消防司令補）を配置し
た。

S54.8.1 2代目署長加藤正巳が警防部警防課長に転任し、3代目署長に加藤幸郎
が就任した。

S55.5.1 平間救急隊を中原消防署に配置転換した。

S55.12.10 小向備蓄倉庫の望楼を撤去した。

S57.5.9 消防署発足10周年を迎え記念行事を実施した。

S58.1.1 3代目署長加藤幸郎が中原消防署長に転任し、4代目署長に村岡通正が
就任した。

S58.2.27 第3分団器具置場を改築した。

S58.11.11 国際ロータリー第259地区幸クラブから予防広報資材（ラジオカセットレコー
ダー一式）が寄贈された。

S59.2.6 はしご車を40ｍ級に更新した。

S59.3.17 川崎御幸ライオンズクラブから、広報及び連絡用車両として軽自動車が寄
贈された。

S59.6.5 川崎多摩川ライオンズクラブから、パーソナルコンピューター一式が寄贈さ
れた。

S59.7.20 「幸地区婦人消防隊委員会」が発足した。

S60.7.1 南河原、平間各出張所の消防隊を２隊から１隊に縮小した。

S61.1.13 幸地区消防出初式を、幸スポーツセンター前広場に変更し、毎年1月第2日
曜日に実施することとした。

S61.4.1 4代目署長村岡通正が川崎消防署長に転任し、5代目署長に西山有二が
就任した。

S61.4.8 加瀬出張所を改築した。耐火造3階建、延514.5㎡

S61.8.1 水中救助隊が発足した。

S62.1.30 南河原出張所を改築した。耐火造3階建、延441.1㎡

S62.4.1 地震対策車を中原消防署に配置転換した。

S62.4.1 5代目署長西山有二が勇退し、6代目署長に佐藤任が就任した。

S62.12.1 消防団発足15周年を記念して「幸消防団15年のあゆみ」を発刊した。
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S63.4.18 第2分団器具置場を改築した。

H1.1.9 天皇崩御のため幸地区消防出初式を中止した。

H1.2.15 川崎市で唯一の大型電源車を本署に配置した。

H1.4.1 6代目署長佐藤任が勇退し、7代目署長に寺田昭男が就任した。

H1.4.1 局・署の組織機構改革により副署長制度を新設した。また，同改革により警
防第1課に救急係を新設し、機械係の事務と統合した。

H2.4.1 幼年消防クラブ制度が発足し、「みのり幼稚園幼年消防クラブ」、「小鳩幼稚
園幼年消防クラブ」が発足した。

H2.11.1 川崎市内でトップをきり、「幸地区少年消防クラブ」が発足した。

H3.3.6 消防庁長官から幸消防団に竿頭綬が授与された。

H3.4.1 各救急隊長に消防司令補を配置した。

H3.6.29 「梅園幼稚園幼年消防クラブ」が発足した。

H3.9.1 川崎市防災訓練及び六都県市合同防災訓練に海部首相を迎え、新鶴見
操車場跡地で、盛大に挙行した。

H4.4.1 川崎消防署から屈折はしご車（S49.9.22購入）を本署に配置転換した。

H4.5.10 幸地区消防関係団体発足20周年記念式典を四団体（消防団、防火協会、
事業所消防協力会、危険物保全研究会）合同で挙行した。

H4.7.30 神奈川県操法大会に第1分団が小型ポンプ操法の部に出場した。

H4.9.20 完全週休2日制の施行実施に伴い、救急隊を3交代制勤務から2交代制勤
務とした。

H4.11.16 川崎多摩川ライオンズクラブから、人員搬送用車両として、ワゴン車が寄贈
された。

H5.1.8 川崎市消防出初式が、川崎球場前広場で20年ぶりに実施され消防署と消
防団が参加した。

H5.1.11 消防団発足20周年記念誌を発刊した。

H5.2.28 S56年から毎年10月に実施していた防火パレードを、春季火災予防運動と
合わせて実施することとした。

H5.4.1 7代目署長寺田昭男が勇退し、8代目署長に山口喜重が就任した。

H5.6.10 「女躰神社幼稚園幼年消防クラブ」が発足した。

H5.7.1 予防・保安及び警防業務の一部電算処理を開始した。

H5.11.18 自治体消防発足45周年記念式典が東京ドームで挙行され消防署、消防団
及び婦人消防隊が参加した。

H5.11.26 「消防関係団体OB会」が発足し、初代会長に佐藤昇作氏が就任した。

H5.12.7 川崎武蔵ライオンズクラブからテント及び紅白幕が寄贈された。

H6.2.10 住宅防火モデル地区として、古市場2丁目町内会を指定した。
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H6.6.13 「小峰幼稚園幼年消防クラブ」が発足した。

H7.1.17 阪神・淡路大震災が発生し、救助工作車1台、救助隊員を派遣した。

H7.1.26 防火協会から煙体験ハウス一式が寄贈された。

H7.3.27 本署救急車を高規格救急車に更新した。

H7.3.28 屈折はしご車を廃車した。

H7.4.1 8代目署長山口喜重が勇退し、9代目署長に梅津昌正が就任した。

また、警防第1・2課長を管理職とした。

H7.4.29 山田消防団長が消防功労により藍綬褒章を授与された。

H7.9.29
大規模救急救助訓練を幸区小倉新鶴見操車場跡地で実施した。
参加機関：幸消防署、幸消防団、川崎消防署、中原消防署、幸病院・高圧
ガス取扱会社（セントラル化学）

H7.12.25 幸防火協会から折りたたみ担架一基が住宅防火モデル地区用として寄贈さ
れた。

H7.12.25 幸防火協会からレサシアンジュニア1体が区民指導用として寄贈された。

H8.3.1 小型動力ポンプ（B-3級）1台を幸消防団本部用として更新した。

H8.3.25 幸消防団に日本消防協会から竿頭綬が授与された。

H8.3.26 幸地区少年消防クラブに消防庁長官から優良なクラブとして表彰楯が授与
された。

H8.3.29 加瀬出張所救急車を高規格救急車に更新した。

H8.4.11 ひまわり交通㈱社長 村木喜雄氏から煙体験ハウス一式が寄贈された。

H8.7.1 平成8年度安全功労団体として、幸防火協会が消防庁長官から表彰され
た。

H8.9.1 川崎市防災訓練及び七都県市合同防災訓練に橋本首相を迎え、新鶴見
操車場跡地で、盛大に挙行した。

H8.9.19 川崎市消防団員任免条例改正に伴い、県内で初めて女性消防団員を任命
した。

H9.3.7 幸防火協会から、組立式防火水槽（1基）、災害時用天幕（1張）、パンフレッ

トスタンド（1基）が寄贈された。

H9.5.26 「川崎こまどり幼稚園幼年消防クラブ」が発足した。

H10.4.1 加瀬出張所に災害対応指令車を配置した。

H10.10.4
「幸消防ボランティアの会」が発足し、元消防局長の加藤正巳氏が委員長に
就任した。また、幸市民館大ホールで発会式を挙行し、小川和久氏の特別
講演を実施した。

H10.11.21 幸防火協会が日本善行会から表彰された。

H11.4.1 9代目署長梅津昌正が中原消防署長に転任し、10代目署長に吉田末男が
就任した。
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H12.3.28 幸地区少年消防クラブに消防庁長官から、特に優良なクラブとして表彰旗
が受与された。

H12.12.25 第1分団器具置場を新築した。

H13.3.1 はしご車を40ｍ級はしご車に更新した。

H13.4.1 10代目署長吉田末男が川崎消防署長に転任し、11代目署長に千頭和雄
一が就任した。

H13.9.1 川崎市防災訓練及び七都県市合同防災訓練に小泉首相を迎え、新鶴見
操車場跡地で、盛大に挙行した。

H14.4.1 加瀬出張所配置の災害対応指令車を多摩署に配置転換した。

H14.4.1 11代目署長千頭和雄一が勇退し、12代目署長に本田義雄が就任した。

H14.7.7 幸地区消防関係団体発足30周年記念式典を4団体（消防団、防火協会、
事業所消防協力会、危険物保全研究会）合同で幸市民館にて挙行した。

H15.4.1
消防局機構改革に伴い指導係が廃止になった。各署の副署長が予防課長
事務取扱を兼務することになり、あわせて各署に警防第1・2課を統括する警
防統括担当主幹制度が発足した。

H16.3.13 川崎御幸ライオンズクラブから、放送設備一式が寄贈された。

H17.4.1 12代目署長本田義雄が臨港消防署長に転任し、13代目署長に原田和幸
が就任した。

H17.11 小型動力ポンプ（B-3級）1台を幸消防団第2分団用として更新した。

H18.3.28 幸消防署改築に伴い、仮庁舎として旧幸保健所（戸手2-12-11）に移転し
た。

H19.1 非常用消防車が更新された。

H19.3.27 消防局車両と広報車の配置替えを行った。

H20.2.26 本署査察車を指揮車に変更更新した。

H20.4.1 中原消防署玉川出張所廃止に伴い平間出張所に救急隊を配置し、高規格
救急車により救急業務を開始した。

H20.4.1 13代目署長原田和幸が勇退し、14代目署長に佐久間真一が就任した。

H20.4.1 各区役所機構改革に伴い、警防統括担当主幹が各区役所担当主幹併任と
なった。

H20.10 広報車2が更新された。

H20.12 小型動力ポンプ（B-3級）11台を幸消防団第4分団用として更新した。

H21.4.1 消防局機構改革に伴い、各署副署長の予防課長事務取扱兼務を廃止し、
各署の予防課長を専任化した。

H21.4.1 各区役所機構改革に伴い、各区役所主幹併任が警防統括担当主幹から、
各署副署長へと変更となった。

H21.9 査察車が更新された。

-33-



H21.10.30 消防法改正による「住宅用火災警報器」設置の普及・促進を目的として、幸
消防署住宅用火災警報器設置推進連絡会が設置された。

H22.2.2
川崎多摩川ライオンズクラブから、消防用資機材として、テント、バルーン照
明機、ＡＥＤトレーナー、煙体験ハウス（天幕・横幕）及びＶＴＲ一体型ＤＶＤ
レコーダーが寄贈された。

H22.2.26 幸消防署庁舎を改築し、新庁舎で運用を開始した。

H22.3.7
消防署・消防団主催による新庁舎竣工式を4階講堂において、また、防火協
会・消防研究会主催による竣工祝賀会を、市立御幸小学校アリーナにおい
て挙行した。

H22.3.7
幸消防署新庁舎竣工を記念し、幸防火協会・幸消防研究会から姿見、ホワ
イトボード及び傘立てが、また、幸消防関係団体OB会から壁掛け式時計が
各々寄贈された。

H22.3.13 幸消防署新庁舎竣工に伴い、仮庁舎から移転し運用を開始した。

H22.4.1 14代目署長佐久間真一が高津消防署長に転任し、15代目署長に大沼隆
久が就任した。

H22.4.1 担当課長・担当係長制の導入に伴い、主幹及び主査の補職名が変更され
た。

H22.4.1 職員情報システムの運用による、OA処理が開始された。

H23.1.19 幸非常用救助工作車が廃車となった。

H23.2.23 加瀬救急車が高規格救急自動車に更新された。

H23.3.10 幸非常用消防ポンプ車が廃車となり、平間消防ポンプ車が更新された。

H23.4.1 15代目署長大沼隆久が勇退し、16代目署長に築紫正義が就任した。

H24.4.1 16代目署長築紫正義が勇退し、17代目署長に細沼標旨が就任した。

H24.4.5 南河原出張所に救急隊を配置し、救急業務を開始した。

H24.10 加瀬消防ポンプ車が更新された。

H24.10 広報車1を更新した。

H25.1 小型動力ポンプ（B-3級）1台を幸消防団第3分団用として更新した。

H25.2.1 小型動力ポンプ（B-3級）1台を幸消防団本部用として更新した。

H25.2 本署水槽付消防ポンプ自動車をCAFS付車両に更新した。

H25.2.27 総務省消防庁から無償貸与された資機材搬送車（幸水難救助）が、本署に
配置された。

H25.4.1 17代目署長細沼標旨が勇退し、18代目署長に服部直希が就任した。

H25.4.1 初代団長山田吉三郎が勇退し、2代目団長に新井和久が就任した。

H25.4.1 本署配置の化学消防車を平間出張所へ配置転換した。

H26.3.19 消防救急デジタル無線の仮運用が開始された。

H26.4.1 18代目署長服部直希が勇退し、19代目署長に村上公憲が就任した。
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H26.5.1 3代目団長に髙橋克明が就任した。

H26.7 加弘ハウジングから、救急資機材、ワンタッチテント、煙体験ハウス及び移動
型放送設備が寄贈された。

H27.2 本署消防ポンプ車が更新された。

H27.3 非常用救急車が更新された。

H27.3 平間化学車が更新された。

H27.4.1 消防デジタル無線の運用が開始された。

H27.4.1 消防署における組織の一部改正に伴い、現行の救急係が廃止され警防各
課に救急係長が、また予防課に施設装備担当係長が配置された。

H28.2 南河原消防ポンプ車が更新された。

H28.3 本署救急車が更新された。

H28.4.1 19代目署長村上公憲が勇退し、20代目署長に高橋俊勝が就任した。

H29.3 加瀬救急車が更新された。

H30.1 平間救急車が更新された。

H30.4.1 20代目署長高橋俊勝が予防部長に転任し、21代目署長に田中信一が就
任した。

H31.1.17 南河原救急車が更新された。

H31.3.15 電源車が更新された。

R1.8.26 救助工作車が更新された。

R1.9.13 指揮車が更新された。

R1.9.20 元幸消防団庶務部長塩澤秀夫氏から広報用として、懸垂幕3枚及び横断

幕2枚が寄贈された。

R2.3 「幸地区婦人消防隊委員会」が解散した。

R2.3.4 ポンプ積載車が更新された。

R2.4.1 21代目署長田中信一が勇退し、22代目署長に望月廣太郎が就任した。

R2.4.1 消防署における組織の一部改正に伴い、現行の予防課施設装備担当係長
が廃止され、予防課消防団担当係長が配置された。

R2.7.1 総務省消防庁から無償貸与された高機能ボートが本署に配置された。

R2.11 小型動力ポンプ（B-3級）1台を幸消防団第1分団用として更新した。

R3.1.28 「幸消防ボランティアの会」が解散した。

R3.3.17 40ｍ級はしご車を40ｍ級先端屈折はしご車に更新した。

R4.4.1 22代目署長望月廣太郎が予防部長に転任し、23代目署長に飯田康行が
就任した。

R4.4.1
　消防署における組織の一部改正に伴い、現行の予防課消防団担当係長が
  廃止され、副署長が予防課担当課長[消防団]兼務となり、予防課消防団・防

  災支援係が新設された。
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R4.11.5 　幸消防関係団体創立50周年記念式典を3団体（消防団、防火協会、消防研究会）

  合同で幸市民館にて挙行した。

R4.11 　本署救急車が更新された。

R5.1 　査察車が更新された。

R5.2 　広報車1が更新された。

R5.11 　加瀬救急車が更新された。

R6.2 　平間救急車が更新された。

R6.4.1 　23代目署長飯田康行が宮前消防署長に転任し、24代目署長に永岡敦司が就任
　した。
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